
　

全
国
的
に
児
童
虐
待
の
相

談
件
数
が
増
加
し
て
お
り
、
子

ど
も
の
命
が
奪
わ
れ
る
重
大
な

事
件
も
跡
を
絶
た
な
い
状
況
で

す
。
児
童
虐
待
は
テ
レ
ビ
や
新

聞
で
見
聞
き
す
る
特
別
な
事
件

に
思
わ
れ
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん

が
、「
育
児
に
不
安
が
あ
る
」、

「
夫
が
育
児
に
協
力
し
て
く
れ

な
い
」
な
ど
、
親
が
抱
え
る
問

題
が
背
景
に
あ
り
、
ど
の
家
庭

で
も
起
こ
り
う
る
こ
と
だ
と
言

わ
れ
て
い
ま
す
。

　

虐
待
に
は
、
暴
力
を
振
る

保
育
園
と
は

　

保
育
園
は
、
保
護
者
が
働
い

て
い
る
な
ど
の
事
情
に
よ
り
、

家
庭
で
は
十
分
に
保
育
で
き
な

い
お
子
さ
ん
を
受
け
入
れ
、
養

護
お
よ
び
教
育
を
一
体
的
に
行

新
規
入
園
の
お
申
し
込
み
は
11
月
13
日
ま
で
に

保
育
園
入
園
の
ご
案
内

保育園名 定員 特別保育事業の実施状況 電話番号延長保育時間 乳児 障害児 一時
しろやま 60 人 7：30～/～18：45 × ○ ○  62－5595
あきは 70 人 7：30～/～18：45 × ○ △  62－2461
木島 100 人 7：30～/～18：45 × ○ △  62－5888
秋津 70 人 7：30～/～18：45 × ○ △  62－0476

いずみだい 70 人 7：30～/～18：45 × ○ △  62－5889
常盤 80 人 7：30～/～18：45 × ○ △  62－5804
瑞穂 60 人 7：30～/～18：45 × ○ △  65－2515
とがり 100 人 7：30～/～18：45 × ○ △  65－4250
しらかば 30 人 7：30～/～18：45 × ○ △  69－2979
めぐみ（私立）150 人 7：00～/～19：00 ○ ○ ×  62－2129

う
と
こ
ろ
で
す
。

　

通
常
の
保
育
時
間
は
午
前
８

時
30
分
か
ら
午
後
４
時
30
分
ま

で
で
す
。

入
園
す
る
に
は

　

来
年
の
４
月
か
ら
新
規
に

保
育
園
へ
の
入
園

を
希
望
す
る
場

合
は
、
申
し
込
み

が
必
要
に
な
り
ま

す
。

　

入
園
の
申
込
用

紙
は
各
保
育
園

お
よ
び
教
育
委
員

会
事
務
局
子
ど
も

課（
市
役
所
３
階
）

に
あ
り
ま
す
。
入

園
を
希
望
さ
れ
る

場
合
は
、
申
込
用

紙
に
必
要
事
項
を

記
入
し
て
、
最
寄

り
の
保
育
園
へ
11

月
13
日
㈮
ま
で
に

提
出
し
て
く
だ
さ

い
。

　

な
お
、
現
在
保

育
園
に
通
っ
て
い

る
園
児
で
引
き
続

き
通
園
を
希
望
さ

れ
る
場
合
は
、
お
申
し
込
み
は

必
要
あ
り
ま
せ
ん
。

保
育
料
に
は

こ
ん
な
措
置
も

　

保
育
料
は
保
護
者
の
所
得
税

や
住
民
税
の
課
税
状
況
な
ど
に

応
じ
て
決
ま
り
ま
す
が
、
同
時

に
２
人
以
上
の
お
子
さ
ん
が
入

園
す
る
場
合
な
ど
に
つ
い
て
は

右
表
の
と
お
り
保
護
者
の
皆
さ

ん
の
負
担
が
少
な
く
な
る
よ
う

に
定
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、母
子
世
帯
等
につい
て

も
、
階
層
に
応
じ
て
保
育
料
が

軽
減
さ
れ
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

お
問
い
合
わ
せ

◇
教
育
委
員
会
事
務
局

　
子
ど
も
課
子
育
て
支
援
係　

　
☎
�
３
１
１
１ 

内
線
３
６
３

◇
各
保
育
園
（
上
記
参
照
）

2 人入園
の  場  合

3 人以上入園の場合
第 2 ～
 第 4 階層

第 5 ～
 第 7 階層

第 1子
（年長者）軽減なし 100％軽減 50％軽減

第２子 50％軽減 50％軽減 50％軽減

第３子
以   降 － 90％軽減 90％軽減

保育料の軽減額

守
ろ
う
よ　
未
来
を
見
つ
め
る　
小
さ
な
ひ
と
み

11
月
は
児
童
虐
待
防
止
推
進
月
間
で
す

う
身
体
的
虐
待
の
ほ
か
、
ネ

グ
レ
ク
ト
（
保
護
の
怠
慢
・
拒

否
）、
心
理
的
虐
待
、
性
的
虐

待
が
あ
り
ま
す
。
虐
待
を
受

け
た
子
ど
も
は
自
分
を
大
切

に
思
え
ず
、
心
に
受
け
た
傷

に
一
生
苦
し
む
こ
と
も
あ
り
ま

す
。

　

飯
山
市
で
は
、
昨
年
９
月
に

児
童
相
談
所
、
学
校
、
医
師
会

な
ど
子
ど
も
に
関
わ
る
機
関
等

で
要
保
護
児
童
等
対
策
地
域

協
議
会
を
組
織
し
、
情
報
交
換

や
広
報
啓
発
等
を
行
っ
て
い
ま

す
。
ま
た
、
家
庭
児
童
相
談
員

を
福
祉
事
務
所
に
配
置
し
、
虐

待
や
養
育
に
関
す
る
相
談
・
支

援
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

子
育
て
に
悩
み
や
不
安
を
感

じ
た
ら
、
自
分
だ
け
で
抱
え
込

ま
ず
、
保
健
師
や
保
育
士
、
家

庭
児
童
相
談
員
に
相
談
し
ま

し
ょ
う
。
ま
た
、「
虐
待
か
な
？
」

と
思
わ
れ
る
子
ど
も
や
家
庭

を
知
っ
た
人
は
、
中
央
児
童
相

談
所
（
☎
０
２
６
ー
２
２
８
ー

０
４
４
１
）
ま
た
は
飯
山
市
福

祉
事
務
所
（
☎
�
３
１
１
１ 

内

線
１
７
１
）
へ
ご
連
絡
く
だ
さ

い
。
未
来
を
見
つ
め
る
小
さ
な

ひ
と
み
を
守
り
ま
し
ょ
う
。

　

医
療
の
高
度
化
等
に
よ
る

医
療
費
の
増
加
や
、
一
連
の
医

療
保
険
制
度
改
革
を
背
景
に
、

近
年
、
福
祉
医
療
費
給
付
額

が
急
激
に
増
加
し
て
い
ま
す
。

そ
れ
に
伴
い
、
長
野
県
で
は
受

給
者
負
担
金
を
今
月
診
療
分

か
ら
引
き
上
げ
る
改
正
を
行
い

ま
し
た
。

　

市
で
は
福
祉
医
療
制
度
を

持
続
し
福
祉
全
体
の
向
上
を

図
っ
て
い
く
た
め
、
県
の
改
正

に
伴
い
次
の
と
お
り
受
給
者

（
受
益
者
）
負
担
金
を
改
正
し

ま
す
。
ご
理
解
ご
協
力
を
お
願

今
月
診
療
分
か
ら
受
給
者
負
担
額
が
変
わ
り
ま
し
た

福
祉
医
療
費
特
別
給
付
金
の
改
正
に
つ
い
て

い
し
ま
す
。（
先
月
号
に
も
掲

載
。）

改
正
後
の
負
担
金
額

１
レ
セ
プ
ト　
５
０
０
円（
※
）

（
改
正
前
３
０
０
円
）

改
正
時
期

平
成
21
年
10
月
診
療
分
よ
り

お
問
い
合
わ
せ　

保
健
福
祉
課
障
が
い
福
祉
係

☎
�
３
１
１
１ 

内
線
１
８
９

第３回　
北信発、障がい者雇用促進フォーラム

　障がい者の就労支援を図るため、今年で３回
目となる「北信発、障がい者雇用促進フォーラム」
が次のとおり開催されます。【参加自由・入場無料】
●第１部　公開討論（午後 1時 5 分～）
　「障がい者のニーズ、企業のニーズ、

　　それを支える機関の役割」
●第２部　公開討論（午後 2 時 35 分～）
　「雇い続けるために～企業の創意工夫から学ぶ～」
　【討論者】
　・小田切裕治 氏
　　（有限会社オタギリ 新鮮屋　店長）
　・桐山美智代 氏
　　（認知症対応型デイサービス ちとせ、指定
　　 居宅介護支援事業所 ちとせ　ケアマネ
　　 ジャー・看護師）
　【コーディネーター】
　・石田　直基 氏
　　（長野県飯山養護学校 進路指導主事）
主催　北信地域障害福祉自立支援協議会
お問い合わせ
　社会福祉法人 高水福祉会 ほくしん圏域障害者
　就業・生活支援センター　☎ 62－1344

11月19日㊍　午後1時～ 4時
会場：アップルシティーなかの（中野市）

※
レ
セ
プ
ト
…
医
療
機
関
が
被
保
険

者
ご
と
に
月
単
位
で
作
成
す
る
医
療

費
の
明
細
書
。
１
診
療
科
（
同
一
医

療
機
関
）・
１
薬
局
等
ご
と
に
１
レ
セ

プ
ト
と
な
り
ま
す
。

　

使
用
後
の
食
用
油
を
回
収

し
ま
す
の
で
、
お
近
く
の
回
収

場
所
へ
お
持
ち
く
だ
さ
い
。

　

回
収
後
の
油
は
リ
サ
イ
ク
ル

さ
れ
て
石
け
ん
に
な
り
ま
す
。

回
収
日　
　

　
11
月
13
日
㈮

場
所
・
時
間　
　
　

◇
太
田
地
区
活
性
化
セ
ン
タ
ー

　
午
前
8
時
30
分
～

　
　
　
　
　
　
　

 

午
前
10
時

◇
市
役
所
西
側
車
庫
（
北
信

回
収
さ
れ
た
油
は
リ
サ
イ
ク
ル
さ
れ
石
け
ん
に

使
い
古
し
の
食
用
油
を
回
収
し
ま
す

　
森
林
管
理
署
向
か
い
）

　
午
前
9
時
～
午
前
11
時

※
ゴ
ミ
や
水
の
混
ざ
っ
た
油
、

ラ
ー
ド
、
エ
ン
ジ
ン
オ
イ
ル
は

回
収
で
き
ま
せ
ん
。

※
油
の
入
っ
て
い
た
容
器
は
お

持
ち
帰
り
い
た
だ
き
ま
す
。

お
問
い
合
わ
せ　

市
民
環
境
課 

生
活
環
境
係

　
☎
�
３
１
１
１

　
内
線 

１
９
１
、１
９
２

15 市報いいやま/09.10

　

総
務
省
で
は
、
経
済
的
な

理
由
な
ど
で
地
上
デ
ジ
タ
ル
放

送
を
見
る
こ
と
が
で
き
な
い
世

帯
（
具
体
的
に
は
、
生
活
保
護

な
ど
の
公
的
扶
助
を
受
け
て
い

る
世
帯
、
市
民
税
非
課
税
の
障

害
者
の
い
る
世
帯
等
で
、
Ｎ
Ｈ

Ｋ
受
信
料
全
額
免
除
と
な
っ
て

い
る
世
帯
の
方
々
が
対
象
で
す
）

に
対
し
て
、
簡
易
な
チ
ュ
ー
ナ
ー

を
無
償
給
付
す
る
な
ど
の
支
援

を
10
月
１
日
か
ら
開
始
し
ま

し
た
。
詳
し
く
は
総
務
省
地
デ

ジ
チ
ュ
ー
ナ
ー
支
援
実
施
セ
ン

Ｎ
Ｈ
Ｋ
受
信
料
全
額
免
除
世
帯
が
対
象

地
デ
ジ
視
聴
の
た
め
の
チ
ュ
ー
ナ
ー
給
付
制
度

タ
ーへお
問
い
合
わ
せ
く
だ
さい
。

※
支
援
の
お
申
し
込
み
に
は
Ｎ

Ｈ
Ｋ
と
受
信
契
約
を
結
び
、
全

額
免
除
の
適
用
を
受
け
る
こ
と

が
必
要
で
す
。

※
支
援
は
現
物
支
給
で
す
の

で
、
ご
自
身
で
購
入
さ
れ
た

チ
ュ
ー
ナ
ー
、
ア
ン
テ
ナ
改
修

等
の
費
用
を
清
算
す
る
事
は
で

き
ま
せ
ん
。

お
問
い
合
わ
せ　

総
務
省 

地
デ
ジ
チ
ュ
ー
ナ
ー
支

援
実
施
セ
ン
タ
ー

☎
０
５
７
０ ― 

０
３
３
８
４
０

14

　北信地域で、ナラ類を枯らすカシノナガキクイム
シが発生していますが、有効な対策がなく苦慮し
ているところです。被害の拡大防止のため、市民
の皆さんにも以下の点について、できる範囲でご協
力をお願いします。
　この虫が樹木の中に入るとナラ類が枯れてしまう
ため、なるべく枯れる前、大木に成長する前の段
階で、原木や薪

ま き

などに活用しましょう。ただし、被
害にあった木を被害の無い地域へ
移動することは被害拡大につなが
るため、絶対にしないでください。
　なお、一定程度以上の伐採は「伐
採届」が必要となります。詳しくは
農林課へお問い合わせください。

お問い合わせ
　農林課耕地林務係　☎ 62－ 3111　内線 266

ナラ類の立枯れ（病害）対策に皆さんの力を！

※表中「△」は各保育園にご相談ください。


